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光学的に等方な相を有する屈曲型液晶への電場印加により誘起される 

キラル領域の解明 

Optically isotropic phase of bent-core liquid crystals induced by electric field 
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屈曲型液晶とは、くの字型に折れ曲がったような分子構造の物質が液晶性を発現した際に呼ばれる

名称である。分子構造やその配向および配列構造の対称性が液晶の性質を決める重要な要因であり、

屈曲型液晶ではそれらの対称性が一般的に用いられているまっすぐな棒状分子で構成される液晶に比

べ低い。そのため、従来の棒状分子の液晶では見られない特徴的な性質を持つ相が数多く観測され、

多くの研究者が高い関心を示している。 

最近、いくつかの屈曲型液晶において光学的に等方な相（optically isotropic phase）が観測されること

が報告され[1,2]、その構造に関する学術的な興味だけでなく[1]、新規動作モードの光スイッチングデ

バイスの可能性[2]といった応用面からも注目を集めている。このような現象が起こる相として、これ

までに2つの相が報告されている。１つはB4相、もう 1つはB2 dark conglomerate（DC）相である[1]。

いずれの相においてもキラル領域が観測されるという特徴がある。観測されるキラリティは、ドメイ

ンごとにその左右が異なっており、全体としてランダムに分布している。 

私は 2011 年度にイギリスに留学した際、Prof. Gleeson の研究室でこの屈曲型液晶を扱う機会を得、

研究を行った。このとき扱った oxadiazole 型の屈曲型液晶 C5-Ph-ODBP-Ph-OC12[3] は、比較的単純

な分子構造であるにもかかわらず、さまざまな興味深い性質を有することが知られている。その１つ

が、ネマティック相直下の温度領域で見られる光学的に等方な相の存在である。しかしこれまでの本

物質に関する報告では[4]、光学的に等方な相が観測されてはいたがその詳細は不明であった。私はこ

の光学的に等方な相にあるC5-Ph-ODBP-Ph-OC12に対し電圧を印加し、その様子を観察した。その中

で、ある電圧以上においてキラル領域が誘起されることを見出した[5]。光学的に等方でキラリティが

存在したことから、この相は B4 相か DC 相である可能性が高い。しかしこの時の実験ではどちらの

相なのか決定するには至らなかった。また電圧を印加することによりキラリティを有するドメインが

誘起されるメカニズムも不明である。本分野別研究組織ではこれらの解明を目指し研究を行っている。 

初年度である今年度は、本学でもProf. Gleesonの研究室で行ったのと同等な実験ができるよう、環

境を整えた。例えば、同様の実験を行うために必要なラビングしたポリイミド膜を用意できるよう、

適切な条件でラビングができる装置を用意した。今後は用意した環境を活用し、電圧印加によりキラ

リティを有するドメインが誘起されるメカニズムの解明を目指す。 
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